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企画展のご案内
11月３日（土）～18日（日）
（月曜休館・18 日は正午まで・入館無料）
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　私たち須恵篆刻会会員は、日本有数の篆刻研究
団体である日本篆刻展に出品してきた作品を持ち
寄り、発表会を開催することといたしました。
  篆刻とは、書画に押す雅

が

印の制作や蔵書印など
を彫ることで、中国では文人の教養として長い歴
史があります。最近では、大きな石材に成文を刻
して、印影のみを観賞することが多くなっていま
す。今回の発表会も、５㎝から８㎝位の大印を展
示しています。
　また、特別出品として、指導者の御手洗眉山先
生が収蔵される、近代中国作家の書画篆刻作品と
印材の展示も計画しています。
　多くの方に、ご高覧いただけましたら幸甚に存
じます。

須恵篆
てん こ く

刻会 展
の
に
し
て
行
こ
う
と
い
う
美
化
モ
デ
ル
地
区
事

業
の
一
環
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
じ
福
岡
県
の
筑
豊
地
方
を
貫

流
す
る
遠
賀
川
で
は
、
春
３
月
、
小
学
生
や
幼

稚
園
児
が
、
体
長
数
セ
ン
チ
ほ
ど
に
育
っ
た
鮭

の
稚
魚
を
一
斉
に
放
流
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
稚
魚
は
、
秋
に
卵
を
取
り
寄
せ
て

ふ
化
さ
せ
た
も
の
で
、
一
部
は
小
学
校
で
も
ふ

化
さ
せ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
「
大
き
く
な
っ

て
帰
っ
て
お
い
で
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
放
流

し
ま
す
。

　

保
存
樹
と
保
存
樹
林
、
今
回
は
樹
の
話
は
お

休
み
し
て
須
恵
川
で
す
。

　

９
月
下
旬
、
私
た
ち
自
然
教
育
林
推
進
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
旅
石
区
の
須
恵
川
の
右
岸

に「
寒
咲
き
花は
な

菜な

」の
タ
ネ
を
播
き
ま
し
た
。「
寒

咲
き
花
菜
」
は
、
普
通
の
菜
の
花
に
先
が
け

て
、
冬
の
間
に
開
花
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
メ

ン
バ
ー
は
、
堤
防
沿
い
を
40
メ
ー
ト
ル
余
り
に

わ
た
っ
て
少
し
耕
し
、
タ
ネ
を
播
い
て
肥
料
を

施
し
ま
し
た
。

　

須
恵
川
を
も
っ
と
身
近
な
親
し
み
の
あ
る
も

　

国
の
遠
賀
川
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
運

動
に
協
力
し
て
井
堰
の
一
部
を
改
良
し
、
魚
の

通
り
道
、
魚
道
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
川

の
一
部
に
自
然
石
を
積
ん
で
魚
の
住
み
か
作
り

も
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
河
口
か
ら

源
流
ま
で
の
住
民
が
一
斉
に
清
掃
作
業
を
す

る
「
ア
イ
ラ
ブ
遠
賀
川
」
と
い
う
催
し
を
し
て
、

親
し
み
の
あ
る
川
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
わ
が
須
恵
川
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
の
ほ
か
、
区
長
会
や
体
育
協
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
美
化
作
業
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
十
分
と

は
言
え
ず
、
親
し
み
や
す
さ
と
な
る
と
、
ま
だ

ま
だ
先
の
話
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
気
兼
ね
な
く
川
遊
び
が
で

き
る
の
は
、
佐
谷
区
の
水
辺
公
園
と
須
恵
区
の

須
恵
橋
下
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
と
は
、
多

く
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
塗
り
固
め
ら
れ
、
人
び

と
が
近
づ
く
の
を
拒
ん
で
い
る
感
じ
で
す
。

　

下
水
道
の
普
及
な
ど
で
、
須
恵
川
の
水
質
も

年
々
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
子

ど
も
た
ち
や
住
民
が
、
季
節
の
花
に
彩
ら
れ
た

川
べ
り
を
散
策
し
、
自
由
に
川
に
入
っ
て
魚
を

捕
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
を
願
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
確
か

な
歩
み
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
須
恵
町
自
然
教
育
林
推
進
協
議
会
）

花菜の種まき

サケの稚魚放流（遠賀川）

　

昭
和
23
年
12
月
10
日
、
国
連
で
「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し

て
、国
連
で
は
毎
年
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
人
権
思
想
の
高
揚
に
務
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
私
た
ち
の
国
で
は
毎
年
12
月

４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を「
人
権
週
間
」

と
し
て
、全
国
的
な
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

人
権
に
つ
い
て
、
困
っ
た
こ
と
や
心
配
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

本
町
の
、
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は
次
の
人
た

ち
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員

・
丸
山　

信
幸　

氏　

☎
９
３
５
・
１
０
１
８

・
恵
良　

剛
明　

氏　

☎
９
３
５
・
４
２
６
８

・
安
河
内
義
子　

氏　

☎
９
３
２
・
１
７
６
６

・
古
川　

信
泰　

氏　

☎
９
３
５
・
０
３
３
７

・
東　
　

紀
子　

氏　

☎
９
３
２
・
４
０
８
１

12
月
は
人
権
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す

12
月
４
日
（
火
）
〜
10
日
（
月
）

御手洗眉山
案浦　明可　　大山　模華　　鬼岳　要
小野　真弘　　甲斐田晴虹　　川上　景山
下村　和恵　　田原　琳子　　豊田　貢
長澤　明美　　濱田　邦子　　松尾　克彦
安川美佐子　　安松萬里子　　和田　碧厓
　（アイウエオ順）

出品者・・・


